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 2016年 5月 

最新ニュース 

 

データ センター、クラウド、サービス プロバイダの SDN導入がいよいよ本格化 

セキュリティが NFVのキラーアプリとして浮上 

 

パートナー＆アライアンス担当アジア太平洋地域 VP、ミッチ・ルイスは、コンテナ型ファイア

ウォールの cSRXと仮想ファイアウォールの vSRXの発表について、ジュニパーネットワークス

のイノベーションがネットワーク事業者の高付加価値ネットワーク構築のあり方を変える好例に

なると語りました。 

 

パートナーの皆様 

 

ソフトウェア会社をめざすという弊社の決断が大きな実を結ぼうとしています。 

実際、SDN/NFVやオーケストレーションにおけるイノベーションがソフトウェア定義セキュア 

ネットワークというジュニパーのビジョンの原動力となっています。NSS Labs副社長のマイ

ク・スパンバウアー氏は、ジュニパーのコンテナ型ファイアウォール「cSRX」発表のプレスリ

リースに「セキュリティは SDN 導入を促進する“キラー アプリ”」とのコメントを寄せています。

この cSRXは、業界唯一のコンテナ環境向け仮想ファイアウォールで、NFVの立ち上がりに欠

かせない“最後の 1ピース”なのです。 

  

本ニュースレターでは、今回の発表がもたらす効果をまとめました。 

●「セキュリティ関連のニュース」コーナーでは、cSRX と性能向上を遂げた vSRXによって 

お客様のセキュア ネットワークのスケールアップ（高性能化による増強）とスケールアウト 

（数による拡張）を実現する方法について解説します。 

●「データ センター＆クラウド関連のニュース」コーナーでは、クラウド サービス プロバイダ、 

SaaS事業者、一般の大企業、通信事業者が自前のクラウド ネットワークを大規模に運用でき

るようになるなど、拡大する Contrail Networkingの役割について考察します。 

●「サービス プロバイダ関連のニュース」コーナーでは、クラウド CPEソリューションを 

ご紹介します。NFV World Congressでのデモでご覧いただいたエンドツーエンドのソリュー 

ションの実現につながります。 

  

ジュニパーは、ネットワーキング仮想化の波に乗る道を選びました。この方針は競合他社とは 

一線を画しています。 OpenStackユーザーを対象にした調査によれば、vSRXのような仮想マ

シンから、cSRXなどのコンテナ型アプリへの進化は、有望技術の中でもナンバー1との評価を

得ています。また、同調査では、市販 SDNコントローラの中で Contrail Networkingが 3年連続

で首位に選ばれました。 

こうしたイノベーションがもたらすビジネス チャンスを皆様の目でぜひ確認していただきたい

と思います。この輝かしい実績を積み重ねている中、ジュニパーのチャネル コミュニティにご

参加いただいている皆様に心からお礼申し上げます。 

  

皆様の営業活動へのご貢献に心から感謝を込めて 

アジア太平洋地域パートナー＆アライアンス担当 VP 

ミッチ・ルイス 

https://www.juniper.net/us/en/solutions/software-defined-secure-networks/
https://www.juniper.net/us/en/solutions/software-defined-secure-networks/
https://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/csrx/
https://www.openstack.org/assets/survey/April-2016-User-Survey-Report.pdf
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データ センター＆クラウド関連のニュース・資料 

 

 

Contrail の機能強化とコンテナ化された新製品 cSRXで、 

クラウド適用領域が拡大 

 

 

 

2016年の OpenStack Summit で Juniper Networks Contrail の新たに機能強化が発表されました。

これを受け、業界をリードするジュニパーの Contrail Networking は新たなレベルに到達し、 

これまで以上に幅広いクラウド ユーザーの皆さまにご利用いただけるようになります。 

例えば、クラウド サービス プロバイダ、SaaS事業者、一般の大企業、通信事業者など、自前

のクラウド ネットワークを大規模に運用したいユーザーが対象になります。 

 

また、ジュニパーは、コンテナ型の新しい仮想ファイアウォール製品「cSRX」を発表しました。

これはコンテナ型環境で高度なセキュリティ サービスを実現する製品で、初めて 100Gbpsを 

達成した仮想ファイアウォール「vSRX」のマルチコア バージョンに相当します（本ニュースレ

ターの「セキュリティ」コーナーで詳しく取り上げます）。 

 

 

Contrail Networkingが主流に 

 

ジュニパーの Contrail 製品マネージャー、プラティック・ロイチョウドフリーが先頃ブログに投

稿したように、Contrail Networkingはオープン ソースのクラウド ネットワーク自動化ソリュー

ションを実現し、SaaS事業者による大規模クラウドの構築、一般の大企業による新クラウド環

境への移行が可能になります。また、サービス プロバイダの場合、拡張性に優れたキャリアグ

レードの通信事業者クラウドを構築し、複数エリアをカバーしながら高いパフォーマンスと障害

回復力を備えたネットワーク機能、セキュリティ機能を利用できます（本ニュースレターのサー

ビス プロバイダのコーナーの記事をご覧ください）。 

 

 

市販の SDNコントローラで最高評価を獲得、多彩な適用領域をサポート 

 

OpenStackユーザーを対象に実施された毎年恒例のアンケートで、市販の SDNコントローラの

うち、OpenContrailが 3年連続でナンバー1に輝きました。 

 

今日のクラウド環境では、ハイパーバイザー、オーケストレーター、コンピューティングリソー

ス（ベアメタル サーバー、仮想マシン、名前空間、コンテナ）にまでワークロードが広がりま

す。また、ワークロード処理には、単一のデータ センターや複数のデータ センターにあるラッ

ク間のシームレスな接続が必要です。さらにプライベート クラウド、パブリック クラウド、レ

ガシー環境、顧客の支店環境の間でも同様にシームレスな接続が欠かせません。 

 

今回、Contrail Networkingに採用された最新の機能強化では、こうしたさまざまな異種環境同士

を橋渡し・相互接続する、いわばネットワーキングの“接着剤”としての機能が高まりました。 

その際、標準のプロトコルと API を使ってマルチベンダー環境における相互接続性を実現します。 

 

この結果、適用領域が次のように広がります。 

●レガシー環境の相互接続 

●物理環境＋仮想環境の相互接続 

●複数のデータ センターに分散化されたクラウド 

https://www.openstack.org/summit/austin-2016/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/sdn/contrail/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/sdn/contrail/contrail-networking/
https://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/csrx/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/vsrx/
http://forums.juniper.net/t5/SDN-and-NFV-Era/Juniper-Networks-Contrail-Enhances-Capabilities-to-Cater-to-a/ba-p/290956
http://forums.juniper.net/t5/SDN-and-NFV-Era/Juniper-Networks-Contrail-Enhances-Capabilities-to-Cater-to-a/ba-p/290956
https://www.openstack.org/assets/survey/April-2016-User-Survey-Report.pdf
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●物理＋仮想のサービス チェイニング 

●クラウドとソフトウェア定義WANまたは仮想 CPEのハイブリッド 

 

 

コンテナ対応でクラウド サービス プロバイダや SaaS事業者によるマイクロサービスへの 

移行を支援 

 

Contrail Networkingは、ネットワークのセグメント化により、お客様向けに Docker コンテナ 

ネットワーキングを実現します。つまり、お客様が仮想ネットワークを構築し、さまざまな仮想

ネットワークに多彩な Docker コンテナを追加できるようになります。 

さらに、Contrail Networkingと、Kubernetesなどのコンテナ クラスター管理システムを連携さ

せて、Kubernetesの複数の「ポッド」にまたがったネットワークのセグメント化が可能です。

こうしたポッドは、Kubernetes の「ラベル」で識別でき、内部でマイクロサービスを実行でき

ます。その際に必要となるネットワーク セグメント化を Contrail Networkingが担います。 

  

 

エンタープライズ環境の移行に適したベアメタル サーバーと VMware vCenterの統合 

 

Contrail Networkingでは、レガシー環境と相互接続して、ベアメタルサーバーや VMware 

vCenterのワークロードを実行できます。つまり、お客様にとっては、費用のかかるインフラの

オーバーホールを回避できます。これまで Contrail Networkingには、ToRスイッチ上のポート

を管理し、ブリッジ ドメインを設定することで、仮想ネットワークをベアメタル サーバーにま

で広げる機能がありました。今回の機能強化では、「vCenter as an OpenStack compute」と呼

ばれる機能が採用され、OpenStack で vCenter環境に仮想マシンを設定できるようになりました。 

  

 

通信事業者向けに機能強化されたサービス チェイニング機能 

 

通信事業者に欠かせない重要機能の 1つにサービス チェイニングが挙げられます。この機能に

より、NFV（ネットワーク機能仮想化）の利用が可能になります。NFV World Congressで Intel

とともにデモを実施したソリューションについては、本ニュースレターの「サービス プロバイ

ダ」のコーナーをご覧ください。 

 

 

セキュリティ関連のニュース・資料 

 

 

新しいコンテナ型 cSRXと高速の vSRXによる 

業界トップクラスのファイアウォール機能で 

セキュア ネットワーク構築 

 

 

OpenStackのユーザー アンケートで有望技術の第 1位に挙げられた Docker コンテナ。 

先日の OpenStack Summit で発表されたばかりのジュニパーネットワークスの新しいコンテナ型

ファイアウォール「cSRX 」は、業界唯一のコンテナ型仮想ファイアウォールです。コンテナは

仮想マシンに利用できるセキュリティがないため、こうした製品が待ち望まれていました。 

次世代ファイアウォール（NGFW）の「SRXシリーズ サービス ゲートウェイ」のコンテナ版は、

実運用環境での NFV（ネットワーク機能仮想化）に欠けていた“最後の 1ピース”と言えます。 

 

http://www.opencontrail.org/kubernetes-networking-with-opencontrail/
http://www.opencontrail.org/kubernetes-networking-with-opencontrail/
http://www.opencontrail.org/integrating-opencontrail-with-vcenteresxi-virtualization-platform/
https://www.openstack.org/assets/survey/April-2016-User-Survey-Report.pdf
https://www.openstack.org/summit/austin-2016/
https://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/csrx/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/
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併せてジュニパーは、vSRX virtual firewallのマルチコア バージョンも発表しました。こちらは

100Gbpsに達する能力を備えており、この製品を追う競合製品に対しても 10倍の差をつける圧

倒的なスピードを誇ります。機動性と柔軟性に優れた仮想ファイアウォールという新たな可能性

を切り開きました。 

 

 

スケールアップは vSRX、スケールアウトは cSRXで 

 

vSRXはプライベート クラウド、パブリック クラウド、ハイブリッド クラウドを問わず、仮想

環境で拡張性に優れた防御体制を確立します。広帯域を利用するお客様やアプリケーションに適

しています。物理アプライアンスをお手本に、ルーティング、ファイアウォール、L4-L7セキュ

リティの機能を完全搭載しています。マルチコア型の vSRXのパフォーマンスは、コアを追加す

るたびに性能向上を図ることができ、途中から性能の伸びが頭打ちになることもありません。12

の仮想 CPU（vCPU）でファイアウォールのスループットを 100Gbpsにまで高めることが可能

です。 

 

一方、コンテナ型の cSRXは、vSRXと同様の NGFW機能を備えていますが、ルーティング プ

ロトコルは省かれています。このため、cSRXの設置面積は非常にコンパクトで、CPUの使用量

が大幅に抑えられており、即座に大量のセッションを確立できます。サービス プロバイダ環境

ではマイクロサービス アーキテクチャで手軽にスケールアウト（数による拡張）が可能です。

cSRX をサービス チェーンに追加するだけで、大規模なマルチテナント型クラウド ネットワー

ク上のさまざまなコンテナ アプリに対して、サービス型のセキュリティを導入できます。 

 

 

データ センター、クラウド、サービス プロバイダ向けのイノベーション 

 

ジュニパーの発表が一般企業のお客様やクラウド事業者、サービス プロバイダに与える効果に

ついては、本ニュースレターの「データ センター＆クラウド」と「サービス プロバイダ」の両

セクションにある記事をご覧ください。 

 

 

 

 

6月 9日、ファイアウォール移行のノウハウを伝授する 

Webキャストを実施、 

オンデマンド配信による Security Directorのセッションも必見 

 

 

レガシー ファイアウォールからサービス ゲートウェイの Juniper Networks SRXシリーズにリプ

レースするお客様にとっては見逃せないプロモーション企画のお知らせです。 

6月のセキュリティWebキャストでは、ジュニパーのセキュリティ チームがファイアウォール

移行のノウハウを余すところなく伝授します。 

 

2016 年 6 月 9 日のアジア太平洋地域向け Web キャスト（全 60 分）に今すぐご登録ください。 

ニューデリー8：30AM、香港・シンガポール・北京 11:00AM、 

東京 12:00PM、シドニー1:00PM 

 

 

 

 

http://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/vsrx/
https://jpartnertraining.juniper.net/event/view/!/a443e10b48ea2ed126d01114cc32bfe8
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5月の Webキャストのテーマは Security Director 

 

「Security Director：拡張性と応答性に優れたセキュリティ管理アプリケーション」をテーマに

お送りした 5月のWebキャスト。このオンデマンド配信が開始されます。効率的で拡張性に優

れた包括的なネットワーク セキュリティ ポリシー管理の実現方法をジュニパーのセキュリティ 

チームが解説します。 

 

 

最近のセキュリティ Webキャストのシリーズ物 

 

●Sky Advanced Threat Prevention 

●ジュニパー セキュリティ ビジョン 2016 

●ジュニパーネットワークス 2016年セキュリティに関するビジョンとキャンペーン 

●ジュニパーのセキュリティ製品による課題克服と成功 

●ジュニパーのエンタープライズ 向けネットワーク セキュリティ ソリューションの販売チャ

ンスの見極めと製品ポジショニング  

 

 

その他のセキュリティ関連資料 

 

●セキュリティ パートナー アクティベーション キット 

●ジュニパー エンタープライズ ネットワーク セキュリティ製品のポジショニング 

－2016年 4月（ソフトウェア定義型セキュア ネットワークに対するジュニパーの 

ビジョンを含むスライド集） 

●ジュニパー ファイアウォール移行クラウド ツール 

 

 

サービス プロバイダ関連のニュース・資料 

 

 

ジュニパー、NFV World Congressで仮想 CPEや 

エンドツーエンドの NFVの現状をアピール 

 

 

 

 

先ごろカリフォルニア州サンノゼで開催された NFV World Congress 会場に、ジュニパーの最新

のイノベーションが勢ぞろいしました。 

 

●Contrail Service Orchestrationによる Contrail Networkingの機能強化 

●Cloud CPE とオンプレミス NFX250ネットワーク サービス プラットフォームの組み合わせ 

（出荷中！） 

●vSRX仮想ファイアウォール、 vMX仮想ルーターなどの VNF（仮想ネットワーク機能） 

●業界初のコンテナ型ファイアウォール、cSRX 

 

ジュニパーは、Intelのブースにて、今年下期に出荷予定の新たなマルチコア版 100Gbps vSRX

のデモを実施しました。ジュニパーと Intelは、仮想 CPEの構成要素について、詳細な説明会を

開催しました。その際にスライドで取り上げたソリューションをご紹介します。 

 

https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2924
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2872
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2867
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2863/
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2803
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2803
https://www.juniper.net/partners/partner_center/assets/ppt/security-partner-activation-kit.pptx
https://partners.juniper.net/sites/partnercenter/assets/solutions/positioning-juniper-network-security-internal-and-partner-presentation.pptx
https://partners.juniper.net/partnercenter/tools-resources/fulfill-order/juniper-firewall-migration-cloud/index.page
http://www.layer123.com/nfv
http://www.juniper.net/us/en/products-services/sdn/contrail/contrail-service-orchestration/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/sdn/contrail/contrail-networking/
http://www.juniper.net/us/en/solutions/nfv/cloudcpe/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/routing/nfx250/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/vsrx/
http://www.juniper.net/us/en/products-services/routing/mx-series/vmx/
https://www.juniper.net/us/en/products-services/security/srx-series/csrx/
http://www.layer123.com/download&doc=Intel-0416-Smith-Realization_and_Evolution
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サービス プロバイダ マーケティング担当 VPのポール・オブシトニックは「ネットワーキング

通信業界に関わることは非常にエキサイティング」と語り、同イベントで NFVの実現性・採算

性について解説しました。そのうえで、NFVが次のような形でサービスを変えていくことにな

ると指摘しました。 

 

●黒字化までの期間短縮 

●重要判断に伴うリスクの最小化 

●収益の最大化 

 

 

通信事業者向けサービス チェイニング機能の強化 

 

ジュニパーの Contrail製品マネージャー、プラティック・ロイチョウドフリーが先ごろ投稿した

ブログ記事によれば、複数拠点を抱えるサービス プロバイダでも、Contrail があれば、拡張性に

優れたキャリア グレードの通信事業者クラウドを構築し、優れたパフォーマンスと障害回復力

を備えたネットワーク機能とセキュリティ機能をシームレスに運用できます。 

 

サービス プロバイダのイノベーションのペースはかつてないほどに上がっています。 

特にジュニパーの最新のイノベーションを生かして新サービスを開発しようとしているプロバイ

ダにはその傾向が顕著です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://forums.juniper.net/t5/SDN-and-NFV-Era/Juniper-Networks-Contrail-Enhances-Capabilities-to-Cater-to-a/ba-p/290956
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第 3四半期の成功に向けた 6月 2日の 

パートナー マーケティングオンライン セミナーにご参加を 

 

 

 

ジュニパーのパートナー マーケティング チームからまもなく新しいセキュリティ戦略が発表さ

れます。ソーシャル メディア センターで利用可能なツールの最新情報のほか、2016年の需要喚

起やパイプライン開発に有効なマーケティング ツールや資料、プログラムなどジュニパーの最

新の投資資産の活用方法もご案内します。 

 

2016年 6月 2日のWebキャストに今すぐご登録ください。 

開始時刻は太平洋標準時 10:00AM、米国東部標準時 1:00PM 

 

 

 

オンデマンド型 Webキャストによる 

ジュニパーの高等教育機関向けセールス プレイで、 

新たなビジネス チャンスの獲得を支援 

 

 

高等教育機関向けビジネス拡大のポイントをオンデマンド型Webキャスト「ジュニパー高等教

育機関向けパートナー セールス プレイ」で指南します。 

 

市場機会は非常に大きく、デジタル学習のネットワーク トラフィックは今後 3年間で 10倍に跳

ね上がるため、組織の成長に合わせた対応、ボトルネックの排除、ネットワーク セキュリティ

上の脆弱性の緩和は、大学など高等教育機関にとって重い負担となり、ネットワークのコスト上

昇と複雑化を招く恐れがあります。 

 

こうした次世代デジタル学習環境（NGDLE）のトレンドとしては、帯域需要が急拡大しており、

旧来のネットワークでは不安定で十分な効率が確保できません。高等教育機関は拡張性、予測に

対する耐性、信頼性に優れた自動化ネットワークが必要です。 

 

 

高等教育機関向け分野でパートナー様とジュニパーの連携がもたらすメリット 

 

ジュニパーの政府・教育・医療市場担当シニア ディレクター、ジョン・オーブが、高等教育機

関向けビジネス開発担当ディレクターのトム・ベーマー、教育フィールド マーケティング  

マネージャーのティナ・オデルとともに、同市場での商談成功術について語ります。 

 

●高等教育機関ソリューション トレーニング リソース 

●価値の高い高等教育機関対象データ 

●ソリューション、サービス、メッセージング（不招請型の提案書含む） 

●セールス系・技術系の各種資料 

●マーケティング資料、需要喚起のプログラム 

●コマーシャル セールス パートナーシップ 

●教育市場向けのジュニパーのバリュー 

 

https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2943
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2943
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ジュニパーネットワークスは、教育市場で実績ある信頼のパートナーとして、キャリアクラスの

パフォーマンスと信頼性を備えたルーティング、スイッチング、セキュリティの各ソリューショ

ンを通じて、学生や教職員が求めるデジタル学習の実現に貢献しています。 

 

大学が求めるネットワークをジュニパー製品で構築することにより、予算を圧縮できます。ジュ

ニパーのオープン ネットワーク プラットフォームや複数のネットワーク機能の統合によって、

使用する機器の数が削減されるからです。さらに、キャリアクラスのネットワーク OSとして定

評ある Junos OSを採用、習熟に必要な期間が大幅に短縮されるため、運用コストを最大 42％

削減できます。ほかにも、運用担当者のトレーニングの削減、設定ミスやダウンタイム減少に伴

う設定・管理業務の大幅なコスト削減といったメリットも期待できます。 

 

 

 

Selectパートナー様、Eliteパートナー様の 

JPAステータス更新のお知らせ  

 

 

 

内容を一新した「ジュニパー パートナー アドバンテージ」（JPA）プログラムの要件を満たし

ている Selectパートナー様、Eliteパートナー様のステータス更新は 2016年 7月 31日が締め切

りとなっています。更新手続きをどうぞお忘れなく。 

 

昨年の JPA関連の発表の中で、チャンピオン プログラム要件について締め切り時期を 2015年

12月 31日と 2016年 7月 31日とする 2段階制を採用しました。7月 31日から Selectパートナ

ー様、Eliteパートナー様は、保有する各製品認定に対してチャンピオ 2名が必要です。なお、

Select パートナー様の場合、イノベイティブ レベルのチャンピオンが必要です。Eliteパートナ

ー様の場合、インジーニアス レベルのチャンピオンが必要です。 

 

ビジネス拡大のためのパートナー戦略の一環として、2015年下期から Selectおよび Eliteのパー

トナー様の特典拡充と要件の強化を実施します。まず Selectパートナー様の特典が拡充され、

対象となる Selectパートナー様ならびに Elite パートナー様は、インセンティブ リベート プロ

グラムにご参加いただけるようになりました。さらに、四半期別インセンティブ プログラムと

四半期ごとの成果に対するコンシステンシー リワードに半期目標値が新たに導入されました。

サポート サービス専門の Eliteパートナー様の場合、成果目標達成時に四半期リベートの対象に

もなります。詳細については、パートナー センターの JPA ページをご覧ください。 

 

2016年 7月 31日を過ぎた後、 

Selectおよび Eliteレベルのステータスをご継続いただくための要件 

 

売り上げ要件 

●国別に設定された最低年間売り上げ額 

 

「チャンピオン」トレーニング完了 

●Selectパートナー様：イノベイティブ チャンピオン 2名 

●Eliteパートナー様：インジーニアス チャンピオン 2名 

●保有する製品承認ごとにチャンピオン 2名 

※ただし、Selectパートナー様はイノベイティブ チャンピオン、 

Eliteパートナー様はインジーニアス チャンピオンであることとします。 

2015年 12月 31日までの要件は 1件でしたが、今回要件が引き上げられました。 

https://partners.juniper.net/partnercenter/juniper-partner-advantage/index.page
https://www.juniper.net/partners/partner_center/content/reseller/
https://partners.juniper.net/partnercenter/juniper-partner-advantage/index.page
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Elite パートナー様のサービス スペシャリスト要件 

●パートナー サポート サービスまたはパートナー プロフェッショナル サービスの 

いずれかの承認の完了 

 

Eliteパートナー様の場合、承認済みの 2016年事業計画が必要です。 

 

 

JPA参加に関する情報源・お問い合わせ先 

●JPAプログラムの情報、特典、要件 

●パートナー様担当アカウント マネージャーまたはディストリビュータ 

●ジュニパー プログラム サポート チーム 

 

 

 

ジュニパーのセキュリティ担当 CTOとパートナー様が 

ソフトウェア定義セキュア ネットワークについて語るビデオ 

 

 

 

今回ご紹介する 1本目のビデオは、ジュニパーのセキュリティ担当 CTO、ケビン・ウォーカー

が登場します。テーマは、ジュニパーネットワークス ソフトウ

ェア定義セキュアネットワーク（SDSN）技術によるネットワー

ク セキュリティからセキュア ネットワークへのパラダイム シフ

トです。SDSN対応製品のご紹介のほか、SDSNのビジョンやメ

リットへのお客様の理解を深めていただくためにパートナー様の

果たす役割がきわめて重要であることなどを説明します。 

 

 

 

2本目のビデオは、ジュニパーネットワークスのパートナー様 

4社（Copper River IT、Dispositivos Moviles、Redapt、

Securematics）がジュニパーの SDSNフレームワークのほか、 

ネットワーク セキュリティからセキュア ネットワークへの 

パラダイムシフトに対してお客様がどのように反応していくのか

を語ります。 

 

 

過去の IDEAS/Connected イベント レポート 

 

●Uniteクラウド対応エンタープライズ： 

 クラウド＆エンタープライズ ポートフォリオ マーケティング担当 VPのジェニファー・ 

ブラトニックが、Junos Fusion技術を生かしてエンタープライズ ネットワークの簡素化・ 

高信頼化を実現する Juniper Networks Uniteの機能に迫ります。  

 

●SDN/NFV技術： 

サービス プロバイダ製品マーケティング担当 VP、ポール・オブシトニックが出演、 

SDNと NFV を 使って成長と収益力を向上させるには、大局的視点に立って、小規模から 

始め、最良の技術を活用することが大切だとアドバイスしています。 

 

 

https://partners.juniper.net/partnercenter/juniper-partner-advantage/index.page
mailto:JPATeam@juniper.net
https://www.youtube.com/embed/veoLEh3R4EU
http://www.juniper.net/us/en/solutions/software-defined-secure-networks/
http://www.juniper.net/us/en/solutions/software-defined-secure-networks/
https://www.youtube.com/embed/aTvMJaMRhc0
https://www.youtube.com/watch?v=_dk-02YSEw4
https://www.juniper.net/partners/partner_center/solutions/cloud-enabled-enterprise.jsp
https://www.youtube.com/watch?v=ESwazPLT3g8
https://partners.juniper.net/partnercenter/solutions/service-provider-routing/nfv.page
https://www.youtube.com/embed/veoLEh3R4EU
https://www.youtube.com/embed/aTvMJaMRhc0
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●Terrapin Systems： 

Terrapin Systemsの CEO、クリス・ベセラ氏がお客様の抱えている課題、 

ジュニパーのセキュリティ技術で課題を克服する手法などを紹介します。 

 

●ジュニパー ネットワークス ラーニング アカデミー： 

「ジュニパー パートナー アドバンテージ」プログラムの重要な柱に位置付けられる 

ラーニング アカデミー。トレーニング セッションやオンライン セミナー、バーチャルラボ 

など同アカデミーが提供する各種機会を通じてパートナー様が得られるメリットについて、 

IDEAS/Connectedイベント レポートのインタビューを通じてラーニング アカデミーの 

テクニカル トレーニング ディレクター、エイミー・ニーマイヤーが解説します。 

 

●Social Media Center： 

Social Repの創業者で CEOのクリス・ケントン氏は、同社独自のソーシャル メディアシン 

ジケーション（配信） ツール「Social Media Center」について解説します。 

ジュニパー マーケティング コンシェルジュで入手可能な Social Media Centerは、 

パートナー様のソーシャル活用による売上アップを支援します。見込み客獲得ツールなど 

新機能の追加も予定されています。 

ソーシャル通になるためのヒントがたっぷり詰まった、このビデオ。どうぞお見逃しなく。 

 

●Juniper Financial Services： 

Juniper Financial Servicesマネージング ディレクターのマイケル・リーブシュがリースと 

購入のメリット＆デメリット、バンドル セール、JFSの資料を活用した商談成功術などを 

解説します。 

 

 

サービス関連のニュース・資料 

  

 

MXシリーズ プラットフォームのアップグレードの際に役立つア

ップグレード サポート、光カードのサポートのオーダー方法、失

効した契約の復活方法 

 

 

 

MXシリーズ アップグレードの際のアップグレード サポート 

 

お客様が MX5、MX10、MX40、MX80、MX104の各 3Dユニバーサル エッジ ルーターにアップ

グレードする際、下記のようにサポート契約のアップグレードも必要です。 

●当初購入製品：MX5-T-AC 

●当初購入サポート：SVC-ND-MX5 

●アップグレード ライセンス: MX5-10-UPG 

●サポート アップグレードの SKU: SVC-ND-MX10 

 

現在お持ちの MXシリーズ サポート契約に残存期間がある場合、これに相当するクレジット分

をアップグレード後のサポート契約 SKUの値引きにご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=XISzMqFv-64
https://www.youtube.com/watch?v=cW_1PtzvgV0
https://jpartnertraining.juniper.net/
https://www.youtube.com/watch?v=F6QsKkkFqzQ
https://www.youtube.com/watch?v=F6QsKkkFqzQ
https://www.youtube.com/watch?v=fRCOT2m2AtQ
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光 MICカードのサポート 

 

以下の光 MICカードについては別途サポート料が必要です。現行価格表に掲載されているその

他の MICは、すべてインターフェイス カード（MPC、FPC）サポート料金に含まれています。 

  

●MIC-3D-8OC3OC12-4OC48  

●MIC-3D-8CHOC3-4CHOC12   

●MIC-3D-1OC192-XFP    

●MIC3-100G-DWDM    

●P1-PTX-2-100G-WDM  

 

 

移管非対応の単体版 Junos OS製品の契約復活 

 

失効して 1年以上が経過した契約を復活させるには復活手数料が必要です。移管非対応の単体版

Junos OS製品（QFX5200、SRX300、SRX1500）の復活手数料は、ハードウェア製品の場合、

現行の Juniper Care Core Plus/Return to Factoryサポート契約の 1年分相当額、ソフトウェア ラ

イセンスの場合、現行の Juniper Care Core Support契約の 1年分相当額とします。 

 

 

 

新着！Product to Services（P2S）ルックアップ ツール 

 

 

 

 

 

時間節約に威力を発揮するツールのご紹介です。製品 SKUに対応するサービス保守 SKUを瞬時

に表示可能な「Product to Servicesルックアップ ツール 」が登場しました。サービス価格表か

ら必要な保守 SKUを探したり、どの保守 SKUがどの製品 SKUに対応するのか調べたりする作

業は非常に手間がかかるものですが、このツールがあればもう心配無用です。詳細についてまと

めた P2Sツールの概要がダウンロード可能です。 

 

 

 

 

アジア太平洋地域向けリード ジェネレーション キャンペーンで 

ジュニパー プロフェッショナル サービス市場を活性化 

 

 

 

ジュニパー プロフェッショナル マーケットプレイスの利用者は増加の一途をたどっています。

このマーケットプレイスは、ジュニパーのソリューション導入を促進するとともに、お客様とチ

ャネル パートナーがジュニパー プロフェッショナル サービス専門パートナーを迅速に探し出し、

ジュニパーのソリューションを安心して導入していただく環境づくりを目的としています。 

 

ASEAN、インド、ANZの各地域では当四半期に、日本では第 3四半期に、それぞれリード ジェ

ネレーション キャンペーンを開始します。詳細については、プロフェッショナル サービス マー

ケットプレイスにアクセスし、 3分間の概要紹介ビデオをご覧ください。 

 

https://www.juniper.net/partners/partner_center/common/customer_service/downloads/pdf/p2s-mapping-tool-overview.pdf
https://juniper.taskit.io/
https://juniper.taskit.io/
https://www.youtube.com/watch?v=2nxfOEbY1r4&feature=youtu.be
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ジュニパー マーケティング コンシェルジュ関連のニュース 

 

 

Webコンテンツ シンジケーション プラットフォームに新機能、

導入効果を最大化する秘訣をまとめた Webキャスト 

 

 

 

今月、ジュニパー マーケティング コンシェルジュにあるパートナー マーケティングWebコン

テンツ シンジケーション システムを SharedVue から新プラットフォームに移行します。この移

行によって、システムご利用時の体感性能が向上するほか、新機能の追加、既存機能の改良も同

時に実施されます。 

 

 ●新しい直感的なユーザー インターフェイス 

●パーソナル化対応Webコンテンツ 

●鋭い視点のリード プロファイリング/レポーティング 

●強力なWebサイト分析 

●CRMの完全統合 

●Hubspot、Hootsuite、Pardotなどのアプリとのシームレスな統合 

 

 

現行のユーザー向けコンテンツを新プラットフォームに移行 

 

弊社の SharedVueシステムをご利用いただいている場合、シンジケーション型 Webコンテンツ

のほか、貴社のアカウント、ユーザー情報ともに、すべて移行対象となります。移行が完了後、

現行のジュニパーのコンテンツ、貴社のレポーティング指標、リード情報、コンタクト リスト

にアクセス可能になります。 

 

 

トレーニング オンライン セミナーがオンデマンドで利用可能に 

 

新プラットフォームで利用可能になる新たな特長、斬新な機能については、Juniper Partner Web 

Builder Trainingをご覧ください。5月 23日までにジュニパー ラーニング アカデミーで公開予定

です。 

 

また、今後数週間ほどで新しいプログラム変更箇所についての詳細情報をお届けします。ご質問

は、ジュニパーPAM、もしくは support@sharedvue.netにお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://jmc.juniper.net/
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2930/
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2930/
mailto:support@sharedvue.net
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業界関連ニュース 

 

 

最高の栄誉 

 

 

 

 

「最上級の歓待を受けたような気分でした」−−。 

パートナー＆フィールド マーケティング責任者のマット・ハーレーは先ごろ 

ブログに投稿し、権威あるマーキー賞最優秀リード管理プログラム部門での 

受賞について触れ、このような感想を漏らしました。 

 

また、毎年恒例の第 10回 Oracle Modern Marketing Experience Conferenceに出席して表彰を 

受けたハーレーは、別のブログ記事「Filling Our (Virtual) Trophy Cabinet」を投稿しました。 

その中で、CRNの 2016パートナー プログラム ガイドで 5つ星の評価を得たと 

して、ジュニパー社員、パートナー エコシステムの全関係者に感謝の意を伝えまし

た。 

 

さらにハーレーは、CRNが「2016年の注目のチャネル責任者」として挙げた 

ジュニパーのチャネル プロフェッショナル 5人を賞賛しました。今回の改良を受け

て CRNは、ARC（年次レポート カード）において、ジュニパーを最も取引しやす

いネットワーキング インフラ プロバイダと評価しており、これまでパートナー様とジュニパー

の連携促進に注力してきたハーレーは、この 5人の受賞を誇りに思うと述べています。 

 

セキュリティと SDN/NFVの重要性を考えれば、CRN Security 100と Virtualization Top 50の 

成果もハーレーの大きな喜びとなりました。 

 

 

コマーシャル フォーカス 

 

 

ソフトウェア定義セキュア ネットワークについて解説 

 

 

ジュニパーによるソフトウェア定義セキュア ネットワークの場合、エンドツーエンドのネット

ワーク可視化が可能で、物理、仮想を問わずネットワーク全体のセキュリティを実現します。 

クラウドの経済性を生かし、いち早く脅威を見つけ出して阻止します。詳細についてはこちらを

ご覧ください。また、ビデオもご覧ください。 

 

 

パートナー コマーシャル プレイブック、ツールから報奨までワンストップでご案内 

 

パートナー センターの コマーシャル パートナーのページにあるパートナー 

コマーシャル プレイブックのご一読をお勧めします。このコマーシャル 

プレイブックは、コマーシャル関連のあらゆるニーズにワンストップで 

お応えします。利用可能なツールやプロセス、リベート、報奨などをご案内

します。 

 

 

http://forums.juniper.net/t5/Partner-Watch/Filling-Our-Virtual-Trophy-Cabinet/ba-p/290505
http://www.crn.com/slide-shows/networking/300080288/2016-partner-programs-guide-5-star-networking-vendors.htm/pgno/0/33?itc=hp_slideshow
http://forums.juniper.net/t5/Partner-Watch/Super-Chiefs/ba-p/288313
http://www.crn.com/slide-shows/security/300079949/2016-security-100-25-coolest-network-security-vendors.htm/pgno/0/15
http://www.crn.com/slide-shows/virtualization/300079998/2016-virtualization-50.htm/pgno/0/22
http://www.juniper.net/us/en/solutions/software-defined-secure-networks/
http://www.juniper.net/us/en/solutions/software-defined-secure-networks/
https://partners.juniper.net/partnercenter/commercial/index.page
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ラーニング アカデミー関連のニュース 

 

 

ジュニパー認定設計スペシャリスト—キャンパス（JADS-CD） 

 

 

 

 

JADS-CDコースは、4つのモジュールで構成され、キャンパス ネットワーク ソリューションの

設計・普及促進に関わるプロセスについて概略を示します。このコースでは、ジュニパーのコン

ポーネントを含む最適なキャンパス ネットワーク ソリューションの開発・推奨の能力育成、お

客様のニーズや懸念への対応力の向上につながります。こうしたソリューションはキャンパス 

ネットワークのトータル コストの削減、ネットワーク構成の簡素化の手段となります。 

 

 

インタラクティブ文書「Finding Technical Information at Juniper」 

 

ジュニパーのインタラクティブ文書である「Finding Technical 

Information at Juniper」は、技術系ユーザーが www.juniper.net や 

パートナー センターでデジタルの技術資産を検索する際に威力を

発揮します。 

 

https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/733
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2929/
https://jpartnertraining.juniper.net/course/view/id/2929/
http://www.juniper.net/
https://www.juniper.net/partners/partner_center

